
政策 き

総務費 文化財・生涯学習課
増に努める。また、市民の利益を考え、経費・及び事業内容の見直しを行う。

事　業　概　要 施策内順位

「小諸・藤村文学賞」の作品募集、審査、表彰など
18/29　（「小諸藤村文学賞」は

る

、平成4年に、藤村生誕120年、没後50年を記念して創設された。作品の

応募は、日本全国からにとどまらず、海外からの応募もあり、応募者はいまだに増加している。長
市長公約事項

年の継続により、レベルも向上し

人

てきている。）

活
動
指

事

標

指　標　名 単　位 平

　

成31年度 平成32年

務

度 平成33年度

無 　一

　

般応募者数
人 1,00

事

0 1,000 1,00

　

0

投
入
指
標

平成31年

業

度 平成32年度 平成3

　

3年度 　高校生応募者

名

数
人 1,100 1,1

が

新

00 1,100
年度別

規

事業費 6,021 千円

・

5,726 千円 5,7

継

26 千円
特
定
財
源

国・

続

県支出金 0 千円 0 千円

　

0 千円 特　記　事　項

生

地 　方 　債 0 千円

涯

0 千円 0 千円

そ 　の

学

 　他 70 千円 70 千

習

円 70 千円

一　般　財

育

の

　源 5,951 千円 5

場

,656 千円 5,65

と

6 千円

生涯学習推進

事　務　事　業　

体

名 新規・継続 　子ども

つ

制

から大人への過程の中

の

で社会を担っていく責

整

任や、文化を受け継ぎ

備

、人の輪の広がりや人

を

とのふれあ

目　　的 い

行

からともに生きる意識

う

づくりのために、成人

と

式を行なう。
成人式開

と

催事業 継続

会計・款・

も

項・目 所　　管　　課

ま

に

平  成  31  

、

年  度  の  目

社

  標

新成人の代表で

会

実行委員会を組織し、

教

成人式の企画及び運営

育

を行う。
一般・10教

委

育費・6社会教育費・

員

1社会教育総務費 文化

の

財・生涯学習課

事　業

各

　概　要 施策内順位

伝

ち

方

統儀式「成人式」の新

面

成人（実行委員会）に

の

よる自主的運営を支援

知

していく環境づくり。

識

26/29

市長公約事

と

項

活
動
指
標

指　標　名

経

単　位 平成31年度 平

験

成32年度 平成33年

を

度

無 　成人式の参加率

反

％ 75 75 75

投
入
指

施

映

標

平成31年度 平成3

さ

2年度 平成33年度

年

せ

度別事業費 519 千円

る

519 千円 519 千円

目

特
定
財
源

国・県支出金

　

0 千円 0 千円 0 千円 特

　

　記　事　項

地 　方

的

 　債 0 千円 0 千円 0

た

千円

そ 　の 　他 0

め

千円 0 千円 0 千円

一　

策

に

般　財　源 519 千円

、

519 千円 519 千円

社会教育活動を民

１

１

間と行政の連携のもと

－

に行なう。
社会教育総

３

務費運営費 継続

会計・

生

款・項・目 所　　管　

涯

　課 平  成  31

に

  年  度  の 

わ

 目  標

・出前講座

た

や家庭教育・子ども若

る

者支援のための講演会

市

を開催し、生涯学習の

心

民

推進を図る。
一般・1

の

0教育費・6社会教育

主

費・1社会教育総務費

体

文化財・生涯学習課
・

的

社会教育分野における

な

地域の課題について、

「

調査検討をするための

学

社会教育委員連絡会を

び

継続して実施する。

」

事　業　概　要 施策内

豊

を

順位

・市民が「いつ

促

でも、どこでも、なん

進

でも」学ぶことができ

し

るように環境を整備し

、

、生涯学習で得
28/

「

29られた知識や経験

生

が、地域社会、特に子

涯

ども若者の支援に還元

学

される社会の形成を企

習

画する。

市長公約事項

か

社

活
動
指
標

指　標　名 単

会

　位 平成31年度 平成

」

32年度 平成33年度

の

一部 　社会教育委員連

実

絡会開催回数
回 4 4 4

現

投
入
指
標

平成31年度

を

平成32年度 平成33

め

年度 　出前講座の参加

ざ

者数
人 2,000 2,

し

000 2,000
年度

で

ま

別事業費 2,316 千

す

円 2,316 千円 2,316 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 33 千円 30 千円 30 千円

一　般　財　源 2,283 千円

自

2,286 千円 2,286 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 　生涯学習の推進を図るとと

立

もに、小諸の文化を発信する一環として、小諸市にゆかりの深い文豪・島崎藤村

目　　的 の名を冠した文学賞を設け、広く作品（随筆・エッセイ）を募集し、表彰する。
小諸藤村文学賞事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　

で

　課 平  成  31  年  度  の  目  標

全国に向け、小諸藤村文学賞の応募に向けた情報発信を行う。また、小諸市内の応募者、特に中学生、高校生からの応募
一般・10教育費・6社会教育費・1社会教育



政策 き

増やす。
一般・10教育費・6社会教育費・1社会教育総務費 文化財・生涯学習課

・青少年健全育成推進のため、各区育成会やＰＴＡ支部と補導委員会との連携を図り、現在おかれている青少年の課題や

事　業　概　要 施策

る

内順位 問題点に対応できる体制の強化を行う。

青少年の健全な成長の啓発及び地域での活動支援として、各地域や小中学校における事業の支援を ・小中学校における信州型コミュニティスクール推進を支援するため、交付金

人

を交付する。
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事

9行うほか、青少年の

　

非行防止のための巡回

務

活動、有害環境の排除

　

を行う。

市長公約事項

事

活
動
指
標

指　標　名 単

　

　位 平成31年度 平成

業

32年度 平成33年度

　

無 　公募による青少年

名

補導委員
人 4 4 4

投
入

が

新

指
標

平成31年度 平成

規

32年度 平成33年度

・

　信州型コミュニティ

継

スクール推進事業交付

続

金を活用し
校 8 8 8

年

　

度別事業費 4,156

社

千円 4,128 千円 4

会

,118 千円 た学校の

教

数
特
定
財
源

国・県支出

育

金 0 千円 0 千円 0 千円

育

施

特　記　事　項

地 　

設

方 　債 0 千円 0 千円

を

0 千円 青少年健全育成

地

都市宣言に関する決議

域

（平成９年３月２１日

に

）

そ 　の 　他 0 千

お

円 0 千円 0 千円

一　

け

般　財　源 4,156

る

千円 4,128 千円 4

文

,118 千円

つ

化資産を守り

事　務　事

学

　業　名 新規・継続 ま

習

ち中に音楽をあふれさ

推

せることにより、まち

進

を活性化し、小諸市民

ま

の

に元気や勇気、潤いや

た

癒しを与える。

目　　

め

的
音楽のまち・こもろ

の

推進事業 継続

会計・款

拠

・項・目 所　　管　　

点

課 平  成  31 

と

 年  度  の  

す

目  標

・月に１回、

る

ミニコンサートを開催

た

する。
一般・10教育

ち

め

費・6社会教育費・1

、

社会教育総務費 文化財

学

・生涯学習課
・「音楽

習

のまち・こもろ作曲コ

資

ンクール」を継続して

源

実施する。

事　業　概

と

　要 施策内順位

音楽

な

には、人に元気や勇気

り

、潤いや癒しを与え、

う

人生を豊かにする力が

施

る

ある。まちじゅうに音

機

楽が
10/29あふれる

能

「音楽のまち・こもろ

の

」をめざして、作曲コ

目

ンクールほか各種事業

　

を推進する。

市長公約

　

事項

活
動
指
標

指　標　

的

名 単　位 平成31年度

充

平成32年度 平成33

実

年度

全て 　音楽のまち

策

を

・こもろ作曲コンクー

図

ルの応募件数
件 50 5

る

0 50

投
入
指
標

平成3

。

1年度 平成32年度 平

史

成33年度 　ミニコン

料

サートの開催回数
回 1

館

2 12 12
年度別事業

等

費 2,772 千円 1,

管

412 千円 1,412

理

千円
特
定
財
源

国・県支

１

１

事

出金 0 千円 0 千円 0 千

業

円 特　記　事　項

地 

継

　方 　債 0 千円 0 千

続

円 0 千円 ※平成31年

会

度より、事業名を「音

計

楽のまち・こもろ作曲

・

コンクール事業」から

款

「音楽のまち・こもろ

・

推進事業」に変更す

そ

項

 　の 　他 0 千円 0

－

・

千円 0 千円 る。

一　般

目

　財　源 2,772 千

所

円 1,412 千円 1,

　

412 千円

　管　　課 平

３

  成  31  年

生

  度  の  目 

涯

 標

・古文書調査室で

に

は、資、史料の収集・

わ

調査・研究・普及、教

た

育活動を行い、生涯学

る

習の一つとして地域の

市

歴史文化の人
一般・1

心

民

0教育費・6社会教育

の

費・1社会教育総務費

主

文化財・生涯学習課
材

体

育成を進める。

事　業

的

　概　要 施策内順位 ・

な

古文書調査室での調査

「

成果、また、閉館した

学

郷土博物館等の収蔵品

び

を市役所展示情報コー

」

ナーにおいて展示する

豊

を

。

生涯学習振興のうえ

促

で重要な位置を占めて

進

いる社会教育関係施設

し

を運営・維持管理し、

、

住民ニーズ
17/2

「

9への柔軟、迅速、的

生

確な対応と、新たに生

涯

じてくる現代的課題に

学

対応する。

市長公約事

習

項

活
動
指
標

指　標　名

か

社

単　位 平成31年度 平

会

成32年度 平成33年

」

度

無 　古文書の目録作

の

成件数(累計）
4 5 6

実

投
入
指
標

平成31年度

現

平成32年度 平成33

を

年度

年度別事業費 8,

め

091 千円 7,833

ざ

千円 7,833 千円
特

し

定
財
源

国・県支出金 0

で

ま

千円 0 千円 0 千円 特　

す

記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円 ・活動指標を見直し、学芸員の人数から古文書目録作成件数に変更した（Ｈ31年度～）

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 8,091 千

自

円 7,833 千円 7,833 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 青少年の健全育成を市政の

立

重要課題の一つに位置付け、平成9年3月21日に「青少年健全育成都市宣言」を行い

目　　的 、すべての青少年が社会との関わりを自覚しつつ、自律した個人として自己を確立し向上していけるように、
青少年育成補導推

で

進事業 継続
また青少年の健やかな成長のために支援していく。

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

・青少年補導委員について、平成３１年度は改選期にあたるため公募委員を



政策 き

335 335 335

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度 開館時間（1日あたり）
時間 13.5 13.5 13.5

年度別事業費 10,792 千円 10,792 千円 10,792 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0

る

千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円 活動指標修正：理由「開館から３年が経過し、利用実績に即した評価ができると考えたため。」

そ 　の 　他 3,536 千円 3,536 千円 3,536 千円

人

一　般　財　源 7,2

事

56 千円 7,256 千

　

円 7,256 千円

務　事　業　

事　務

名

　事　業　名 新規・継

が

新

続 生涯学習による生き

規

がいづくりの場を提供

・

する施設として、公民

継

館を運営・維持管理す

続

る。

目　　的
公民館運

市

営事業 継続

会計・款・

民

項・目 所　　管　　課

の

平  成  31  

暮

年  度  の  目

ら

  標

１　利用者の利

育

し

便を図る、特に、高齢

を

者や障がいのある方が

支

より良く利用すしやす

え

いように、公民館を運

、

営、維持管理す
一般・

一

10教育費・6社会教

人

育費・3公民館費 文化

ひ

財・生涯学習課
　る。

と

また、災害時の住民受

り

入れ対応もできるよう

つ

に

にしておく。

事　業　

役

概　要 施策内順位

趣味

に

や教養を高める学習と

立

ともに、地域課題に直

つ

結する学習と実践を支

公

援する施設として、施

共

設の
7/29維持管理

図

を行う。

市長公約事項

書

活
動
指
標

指　標　名 単

館

　位 平成31年度 平成

ま

を

32年度 平成33年度

運

無 公民館運営審議会の

営

開催回数
回 2 2 2

投
入

す

指
標

平成31年度 平成

る

32年度 平成33年度

。

年度別事業費 12,7

目

90 千円 13,175

　

千円 13,175 千円

　

特
定
財
源

国・県支出金

的

0 千円 0 千円 0 千円 特

ち

図

　記　事　項

地 　方

書

 　債 0 千円 0 千円 0

館

千円

そ 　の 　他 1

運

,069 千円 1,17

営

7 千円 1,177 千円

事

一　般　財　源 11,

業

721 千円 11,99

継

8 千円 11,998 千

続

円

会

施

計・款・項・目 所　　

策

管　　課 平  成  

１

１

31  年  度  

－

の  目  標

・運営

３

一部業務委託を開始す

生

る。一般・10教育費

涯

・6社会教育費・2図

に

書館・市民交流センタ

わ

ー
文化財・生涯学習課

た

・業務委託を適正に管

る

理する。費

事　業　概

市

　要 施策内順位 ・市役

心

民

所各課および関係機関

の

等との連携を進める。

主

市立小諸図書館の基本

体

理念「みんなの役に立

的

ちます」と５つの基本

な

方針に則った公共図書

「

館の運営 ・子どもの読

学

書活動を推進するため

び

の連携を深める。
1/

」

29

市長公約事項

活
動

豊

を

指
標

指　標　名 単　位

促

平成31年度 平成32

進

年度 平成33年度

無 来

し

館者数
人 210,00

、

0 210,000 21

「

0,000

投
入
指
標

平

生

成31年度 平成32年

涯

度 平成33年度 資料貸

学

出し数
冊 254,00

習

0 254,000 25

か

社

4,000
年度別事業

会

費 71,472 千円 7

」

1,472 千円 71,

の

472 千円
特
定
財
源

国

実

・県支出金 0 千円 0 千

現

円 0 千円 特　記　事　

を

項

地 　方 　債 0 千

め

円 0 千円 0 千円 活動指

ざ

標の修正：理由「新図

し

書館開館から３年が経

で

ま

過し、過去３年間の実

す

績に即した評価が出来ると考えるため」

そ 　の 　他 1,247 千円 1,247 千円 1,247 千円

一　般　財　源 70,225 千円 70,225 千円 70,225 千円

自

事　務　事　業　名 新規・継続 市民の皆さんの様々な活動を場所の提供という形で支援する運営を行う。

目　　的
市民交

立

流センター運営事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

・市民の皆さんの様々な活動の場所を安定的に提供する。一般・10教育費・6社会教育費・2図書館・市民交流

で

センター
文化財・生涯学習課

・運営業務の委託化を検討する。費

事　業　概　要 施策内順位

市民交流センターの運営
8/29

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 年間開館日数
日



政策 き

）及び遺品を保管展示し、地域文化の振興と青少年の芸術へ

目　　的 の関心を高めるとともに、その画業を記念する。
小山敬三美術館運営事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  

る

目  標

・新収蔵作品の公開をはじめ、企画展の開催、講演会、写生会などを通し、作品鑑賞の場をより多く提供する。
一般・10教育費・6社会教育費・5美術館・博物館費 文化財・生涯学習課

事　業　概　要 施策内順位

人

　小山敬三美術館の運

事

営・維持管理
11/29

　

(選び抜かれた作品を

務

集め、長く安全に保管

　

することで、多くの人

事

々に作品鑑賞の機会を

　

提供し、

多様な文化、

業

歴史、感性があること

　

を知ってもらう。)
市

名

長公約事項

活
動
指
標

指

が

新

　標　名 単　位 平成3

規

1年度 平成32年度 平

・

成33年度

無 　入館者

継

人 22,000 22,

続

000 22,000

投

文

入
指
標

平成31年度 平

化

成32年度 平成33年

発

度

年度別事業費 18,

信

538 千円 14,52

の

7 千円 14,527 千

育

場

円
特
定
財
源

国・県支出

と

金 0 千円 0 千円 0 千円

す

特　記　事　項

地 　

る

方 　債 0 千円 0 千円

た

0 千円

そ 　の 　他

め

3,788 千円 929

に

千円 929 千円

一　般

、

　財　源 14,750

文

千円 13,598 千円

化

13,598 千円

つ

会館等の維持

事　務

管

　事　業　名 新規・継

理

続 　郷土出身の作家の

と

作品を適正かつ大切に

、

保管・展示することで

ま

文

、生涯学習の場として

化

の機会を提供する。

目

団

　　的
高原美術館・白

体

鳥映雪館運営事業 継続

と

会計・款・項・目 所　

の

　管　　課 平  成 

連

 31  年  度 

携

 の  目  標

・館

に

の維持管理・運営を適

よ

正かつ円滑に行うとと

ち

る

もに、展示他活動の周

自

知・宣伝に努め、入館

主

者増を図る。
一般・1

事

0教育費・6社会教育

業

費・5美術館・博物館

を

費 文化財・生涯学習課

開

事　業　概　要 施策内

催

順位

高原美術館・白鳥

す

映雪館の運営・維持管

る

理
12/29（選び抜

施

。

かれた作品を集め、長

目

く安全に保管・展示す

　

ることで、多くの人々

　

に作品鑑賞の機会を提

的

供し、多様な文化、歴

文

史、感性があることを

化

知らせる。）
市長公約

セ

事項

活
動
指
標

指　標　

ン

名 単　位 平成31年度

タ

平成32年度 平成33

策

ー

年度

無 　入館者
人 10

運

,000 10,000

営

10,000

投
入
指
標

事

平成31年度 平成32

業

年度 平成33年度

年度

継

別事業費 22,546

続

千円 20,338 千円

会

20,338 千円
特
定

計

財
源

国・県支出金 0 千

・

円 0 千円 0 千円 特　記

１

１

款

　事　項

地 　方 　

・

債 0 千円 0 千円 0 千円

項

そ 　の 　他 551

・

千円 2,374 千円 2

目

,374 千円

一　般　

所

財　源 21,995 千

　

円 17,964 千円 1

　

7,964 千円

管　

－

　課 平  成  31

３

  年  度  の 

生

 目  標

１　ホール

涯

の舞台機構等の改修、

に

吊り物等の改修につい

わ

て、計画的に進める。

た

（舞台機構等や吊物工

る

事は、単年度への支
一

市

般・10教育費・6社

心

民

会教育費・4文化セン

の

ター費 文化財・生涯学

主

習課
　出集中を抑制し

体

複数年による効率的な

的

計画をする。）

事　業

な

　概　要 施策内順位 ２

「

　市民ニーズに応えら

学

れるよう事業（貸館事

び

業・自主事業）を充実

」

させる。また、自主事

豊

を

業として、市民音楽祭

促

及び

文化会館等施設環

進

境の整備をする。 　市

し

民に喜ばれまた文化水

、

準の向上に寄与するよ

「

うな自主事業を開催し

生

「音楽のまち」として

涯

定着するように実施す

学

る。
2/29市民文化

習

の向上と文化振興を図

か

社

るため、自主事業を開

会

催する。

また、貸館で

」

、利用者の利便を図る

の

。
市長公約事項

活
動
指

実

標

指　標　名 単　位 平

現

成31年度 平成32年

を

度 平成33年度

一部 文

め

化会館ホールの設備改

ざ

修
2回 舞台機構一式

投

し

入
指
標

平成31年度 平

で

ま

成32年度 平成33年

す

度 自主公演事業開催回数
回数 3 3 3

年度別事業費 29,432 千円 33,156 千円 171,932 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

自

特　記　事　項

そ 　の 　他 6,834 千円 8,472 千円 8,472 千円

立

一　般　財　源 22,598 千円 24,684 千円 163,460 千円

で

事　務　事　業　名 新規・継続 　小山敬三氏寄贈の趣旨により美術作品（洋画等

昭和59年に文化会館が建設され開館34年以上経ているが、当館ホール舞台機構設備の一式の吊物ワイヤーロープ、制御
盤・操作盤等の耐用年数が過ぎ、経年劣化が激しいので更新・改修を進め、安全で快適な設備環境を整える。なお、1回
目は平成30年度に工事発注し、平成31年度に工事を行う。2回目として平成33年度実施予定である。



政策 き

・分館活動事例発表を行い、他の公

事　業　概　要 施策内順位 　民館活動内容を傾聴することにより分館等活動の活発化の一助、参考刺激となるように実施する。

最も身近な学習の拠点として、住民自らが生活地域の課題・

る

宝に気づき、課題を共有し、住民同士 ２　市公民館と地域が密接につながるように、また、支館が分館への指導、支援ができるようにしていくために、支館の
19/29のつながりを作り出す地域づくりの実践をすすめる支

人

館・分館活動への支援

事

。 　運営、活動及び分

　

館活動の活性化となる

務

支館のモデル事業化の

　

立案を行う。

市長公約

事

事項

活
動
指
標

指　標　

　

名 単　位 平成31年度

業

平成32年度 平成33

　

年度

無 公民館役員研修

名

会
回 3 3 3

投
入
指
標

平

が

新

成31年度 平成32年

規

度 平成33年度

年度別

・

事業費 6,108 千円

継

6,108 千円 6,1

続

08 千円
特
定
財
源

国・

生

県支出金 0 千円 0 千円

涯

0 千円 特　記　事　項

学

地 　方 　債 0 千円

習

0 千円 0 千円

そ 　の

に

 　他 0 千円 0 千円 0

育

よ

千円

一　般　財　源 6

る

,108 千円 6,10

生

8 千円 6,108 千円

きがいづくり

事

に

　務　事　業　名 新規

つ

つ

・継続 市民に対し多様

な

な学習機会を提供する

げ

ため、各種の学級・講

る

座等を開催するととも

た

に、自主学習グループ

め

の育

目　　的 成とその

に

成果を地域へ還元する

、

ことへの支援を行う。

各

学級・講座等開催事業

種

継続

会計・款・項・目

ま

講

所　　管　　課 平  

座

成  31  年  

・

度  の  目  標

サ

１　多様な年齢層の多

ー

くの市民が参加できる

ク

ように、引き続き、改

ル

善し、また新しい企画

・

等を考え、各学級・講

文

座を開催
一般・10教

化

育費・6社会教育費・

ち

会

3公民館費 文化財・生

館

涯学習課
　する。また

で

、市民のニーズに合わ

の

ないものの精査、及び

催

既存の学級、講座等で

物

参加者の少ないものは

・

廃止する等の精選

事　

支

業　概　要 施策内順位

館

　をする。ついては、

分

各学級・講座開催終了

施

館

時には、アンケート等

で

を集約し、結果を検討

の

し、内容に反映させる

取

。

・各種学級・講座等

目

の開催 ２　こもろ女性

　

の家の自主講座では、

　

引き続き、保育士を配

的

置し、託児の希望に応

り

え、講座に参加しやす

組

い環境を整え　
20/

策

み

29・自主学習グルー

等

プの育成指導等 　る。

、

市長公約事項

活
動
指
標

学

指　標　名 単　位 平成

習

31年度 平成32年度

情

平成33年度

無 公民館

報

の講座数
講座数 38 3

を

8 38

投
入
指
標

平成3

提

1年度 平成32年度 平

供

成33年度 公民館の講

１

１

す

座受講者数
人数 1,0

る

13 1,013 1,0

。

13
年度別事業費 2,

公

864 千円 3,079

民

千円 3,079 千円
特

館

定
財
源

国・県支出金 0

報

千円 0 千円 0 千円 特　

発

記　事　項

地 　方 

行

　債 0 千円 0 千円 0 千

事

円

そ 　の 　他 0 千

－

業

円 0 千円 0 千円

一　般

継

　財　源 2,864 千

続

円 3,079 千円 3,

会

079 千円

計・款・項・

３

目 所　　管　　課 平 

生

 成  31  年 

涯

 度  の  目  

に

標

１　公民館活動が年

わ

間にわたって、いつ、

た

どこで、誰が、何の事

る

業等を開催するのかを

市

、分かりやすく市民に

心

民

伝える創意
一般・10

の

教育費・6社会教育費

主

・3公民館費 文化財・

体

生涯学習課
　工夫を引

的

き続き行う。

事　業　

な

概　要 施策内順位 ２　

「

紙面構成の刷新につい

学

て、館報編集委員会で

び

の協議、研究、検討の

」

上、多くの市民に読ま

豊

を

れ、親しまれる館報と

促

なる

広報こもろと併せ

進

た公民館報を編集し、

し

発行する。 　ように進

、

める。
23/29 ３　

「

館報内容・項目配置の

生

について、常により良

涯

いものとなるようにす

学

る。また、関係課との

習

協議の上、可能な限り

か

社

広報

　誌の中で館報の

会

ページでカラーの印刷

」

を進める。
市長公約事

の

項

活
動
指
標

指　標　名

実

単　位 平成31年度 平

現

成32年度 平成33年

を

度

無 公民館報の発行回

め

数
回 12 12 12

投
入

ざ

指
標

平成31年度 平成

し

32年度 平成33年度

で

ま

年度別事業費 2,48

す

1 千円 2,514 千円 2,514 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 2,481 千円 2

自

,514 千円 2,514 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 身近な場での学習機会を増やす

立

ために、地域の公民館活動、地域づくりの支援をする。

目　　的
支館・分館支援事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

１　支館・分館が、生きがいづくり、地域づくり

で

のための学習と実践を支援するための場所となるよう、公民館関係役員
一般・10教育費・6社会教育費・3公民館費 文化財・生涯学習課

　研修会を年３回開催し、支館ごとの研修会（可能な限り）を開催し、また、各支館



政策 き

の教養と調査研究等に資する。）
市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 　入館者
人 43,000 43,000 43,000

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度 　藤村

る

忌参加者
人 200 200 200

年度別事業費 9,505 千円 9,800 千円 9,800 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 292 千円 292 千円

人

292 千円

一　般　財

事

　源 9,213 千円 9

　

,508 千円 9,50

務

8 千円

　事　業　名

事　務　事　業　

が

新

名 新規・継続 　市民が

規

主体的に学べる生涯学

・

習の場として、木村熊

継

二を招き1893年（

続

明治26年）に開校し

内

、1906年（明治3

容

9

目　　的 年）閉塾ま

の

で小諸の中等教育の拠

異

点であった「小諸義塾

な

」に関する資料を収集

育

る

保存し、その教育精神

企

を今後も
小諸義塾記念

画

館運営事業 継続
引き継

展

ぎ、広く関係者と連携

を

し発展させていく。

会

開

計・款・項・目 所　　

催

管　　課 平  成  

す

31  年  度  

る

の  目  標

・藤村

こ

記念館と合わせ広報す

つ

と

ることにより、入館者

で

を増やす。
一般・10

館

教育費・6社会教育費

の

・6記念館費 文化財・

魅

生涯学習課
・木村熊二

力

留学先で中学生海外派

を

遣事業先でもあるホー

高

プカレッジ校の関係資

め

料を展示する。

事　業

、

　概　要 施策内順位

小

ま

市

諸義塾記念館の運営・

民

維持管理
16/29（

を

小諸義塾に関する資料

は

を収集、保管、展示し

じ

、市民の学習、学術、

め

文化の発展に資する。

多

）

市長公約事項

活
動
指

く

標

指　標　名 単　位 平

の

成31年度 平成32年

方

度 平成33年度

無 　入

ち

に

館者
人 12,000 1

来

2,000 12,00

館

0

投
入
指
標

平成31年

し

度 平成32年度 平成3

て

3年度

年度別事業費 3

も

,315 千円 3,31

ら

5 千円 3,315 千円

う

特
定
財
源

国・県支出金

。

0 千円 0 千円 0 千円 特

目

　記　事　項

地 　方

施

　

 　債 0 千円 0 千円 0

　

千円

そ 　の 　他 1

的

4 千円 14 千円 14 千

高

円

一　般　財　源 3,

原

301 千円 3,301

美

千円 3,301 千円

術館・白

策

鳥映雪館企画展開催事

１

１

業 継続

会計・款・項・

－

目 所　　管　　課 平 

３

 成  31  年 

生

 度  の  目  

涯

標

・企画展について、

に

内容を工夫しながら年

わ

10回開催し、多くの

た

皆さんに来館してもら

る

えるよう努める。
一般

市

・10教育費・6社会

心

民

教育費・5美術館・博

の

物館費 文化財・生涯学

主

習課

事　業　概　要 施

体

策内順位

高原美術館・

的

白鳥映雪館の企画展の

な

開催
13/29（小諸

「

・地域に関わりのある

学

作品を中心に展示し、

び

その鑑賞により来館者

」

に有意義な時間を過ご

豊

を

し

てもらう。）
市長公

促

約事項

活
動
指
標

指　標

進

　名 単　位 平成31年

し

度 平成32年度 平成3

、

3年度

無 　企画展等開

「

催回数
回 10 10 10

生

投
入
指
標

平成31年度

涯

平成32年度 平成33

学

年度

年度別事業費 4,

習

995 千円 4,500

か

社

千円 4,500 千円
特

会

定
財
源

国・県支出金 0

」

千円 0 千円 0 千円 特　

の

記　事　項

地 　方 

実

　債 0 千円 0 千円 0 千

現

円

そ 　の 　他 1,

を

572 千円 1,572

め

千円 1,572 千円

一

ざ

　般　財　源 3,42

し

3 千円 2,928 千円

で

ま

2,928 千円

す

事　務　事　業　名 新規・継続 　市民が主体的に学べる生涯学習の場として

自

、島崎藤村が、1899年（明治32年）から1905年（明治38年）まで

目　　的 の7年間、小諸で過ごした時代の偉業を顕彰し、その精神を今後も引き継ぎ、広く関係者と連携し発展させて
藤村記念館運営事業 継続

い

立

く。

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

・「藤村忌」「文学講座」「出前講座」「企画展」の開催により、義塾記念館と併せ、館の魅力を高める。
一般・10教育費・6社会

で

教育費・6記念館費 文化財・生涯学習課

事　業　概　要 施策内順位

藤村記念館の運営・維持管理
14/29（島崎藤村の遺墨、遺品及び関係資料を収集し、保管し、これを教育的配慮の下に展示して、市民

の利用に供し、そ



政策 き

戦略的にスポーツ行政を推進する。

事　業　概　要 施策内順位

・市民のスポーツの推進・振興を図るため、スポーツ推進審議会の開催、体育協会はじめ各スポー
29/29ツ団体への助成等を行う。

市長公約事項

活
動
指
標

指

る

　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 スポーツ推進審議会の開催数
回 2 2 2

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度

年度別事業費 5,380 千円 5,483 千円 5,483 千円
特
定
財
源

国・県支

人

出金 0 千円 0 千円 0 千

事

円 特　記　事　項

地 

　

　方 　債 0 千円 0 千

務

円 0 千円

そ 　の 　

　

他 0 千円 0 千円 0 千円

事

一　般　財　源 5,3

　

80 千円 5,483 千

業

円 5,483 千円

　名

が

新規・継

事　務

続

　事　業　名 新規・継

　

続 スポーツを通じて市

市

民の健康維持・増進を

民

図るため、市民への指

が

導及び助言を行うスポ

主

ーツ推進委員を育成し

育

体

目　　的 、活用する。

的

スポーツ推進委員会運

に

営事業 継続

会計・款・

学

項・目 所　　管　　課

べ

平  成  31  

る

年  度  の  目

生

  標

スポーツ推進委員会定例会において、スポーツの推進・振興について議論を進めるとともに、地域におけるウォーキング
など、誰でもできる健康づくりとしてのスポーツを企画し、地域のスポーツリーダーの養成に努める。

涯学習

つ

の場

一般・

と

10教育費・7保健体

し

育費・1保健体育総務

て

費 スポーツ課

、高濱虚子

ま

が

事　業　概　要 施策内

、

順位

・市のスポーツ推

1

進事業の実践を担うス

9

ポーツ推進委員の活動

4

を支援する。
25/29

4

市長公約事項

活
動
指

年

標

指　標　名 単　位 平

（

成31年度 平成32年

昭

度 平成33年度

無 定例

和

会の開催数
回 12 12

ち

1

12

投
入
指
標

平成31

9

年度 平成32年度 平成

年

33年度

年度別事業費

）

797 千円 797 千円

か

797 千円
特
定
財
源

国

ら

・県支出金 0 千円 0 千

1

円 0 千円 特　記　事　

9

項

地 　方 　債 0 千

4

円 0 千円 0 千円

そ 　

7

の 　他 0 千円 0 千円

施

年

0 千円

一　般　財　源

（

797 千円 797 千円

昭

797 千円

和22年）まで

策

目　　的 の3年間、小

１

１

諸で過ごした時代の偉

－

業を顕彰し、その精神

３

を今後も引き継ぎ、広

生

く関係者と連携し発展

涯

させて
高濱虚子記念館

に

運営事業 継続
いく。

会

わ

計・款・項・目 所　　

た

管　　課 平  成  

る

31  年  度  

市

の  目  標

・全国

心

民

俳句大会及び日盛俳句

の

祭のイベントのあり方

主

について検討し、関係

体

団体と協議を重ねる。

的

一般・10教育費・6

な

社会教育費・6記念館

「

費 文化財・生涯学習課

学

・館の運営のあり方に

び

ついて、検討する。

事

」

　業　概　要 施策内順

豊

を

位

高濱虚子記念館の運

促

営・維持管理
15/29

進

（高濱虚子に関する

し

資料を収集し、保管し

、

、及び展示して市民の

「

知識及び教養の向上を

生

図り、もっ

て市民文化

涯

の振興に寄与する。）

学

市長公約事項

活
動
指
標

習

指　標　名 単　位 平成

か

社

31年度 平成32年度

会

平成33年度

無 　入館

」

者
人 2,400 2,4

の

00 2,400

投
入
指

実

標

平成31年度 平成3

現

2年度 平成33年度 　

を

虚子・こもろ全国俳句

め

大会応募者
人 6,00

ざ

0 6,000 6,00

し

0
年度別事業費 9,9

で

ま

84 千円 9,915 千

す

円 9,915 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 280 千円 161 千円 161 千円 　

一　般　財　源 9,704 千円 9,

自

754 千円 9,754 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 スポーツの推進・振興を通じ、市

立

民の心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進を図る。

目　　的
保健体育総務費運営費 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

小諸市スポーツ推進計画による進行管理をし

で

ながら、スポーツ活動が持つ、多くの意義や価値を活かし、多くの人々が様
一般・10教育費・7保健体育費・1保健体育総務費 スポーツ課

々な形態（する、観る、支える・育てる）でスポーツに積極的に参画できるよう、



政策 き

,700 1,700
年度別事業費 394 千円 538 千円 538 千円

特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円 体育施設運営事業へ統合

そ 　の 　他 337 千円 300 千円

る

300 千円

一　般　財　源 57 千円 238 千円 238 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 高地トレーニングを始めとする各種スポーツ合宿の誘致を図ると共に、アスリートと市内児童生徒との交流を
推進することで、地域ブランド力を向上させ、地域振興に結び付ける。

人

事　務　

目　

事

　的 

　業　名

高地トレーニン

が

新

グ等推進事業 新規

会計

規

・款・項・目 所　　管

・

　　課 平  成  3

継

1  年  度  の

続

  目  標

・高地ト

市

レーニング推進協議会

民

と連携し、トップアス

の

リートの合宿受入から

ス

、スポーツによる地域

ポ

づくり、市民の健康づ

育

ー

一般・10教育費・7

ツ

保健体育費・1保健体

参

育総務費 スポーツ課
く

加

りを推進する。

事　業

意

　概　要 施策内順位 ①

欲

推進協議会の取組みを

を

全国発信するために、

向

スポーツ庁が推進する

上

「地域スポーツコミッ

さ

ション」の認定を目指

つ

せ

す。②

・高地トレーニ

、

ング構想の推進として

健

、オリンピック事前合

全

宿等の誘致及び、当該

な

合宿チーム等を 高峰高

心

原の優位性を活かした

と

取組みを推進するため

健

の根拠として、高地ト

康

レーニングのエビデン

・

ス（科学的根拠）の作

ま

体

成
9/29支援する。

力

を進め、オールシーズ

の

ンでのスポーツアクテ

増

ィビティの創設と集約

進

化の調査を実施する。

を

③東京2020に向け

図

、前年大会と

・長野国

る

体での種目誘致及び、

と

当該種目の競技力向上

と

のための支援をする。

ち

も

なるプレ大会での外国

に

チームの合宿誘致を進

、

め、2027長野国体

ス

の会場地としての環境

ポ

整備をスタートさせる

ー

。
市長公約事項

・アス

ツ

リートと市内児童生徒

を

との交流を図る。

活
動

習

指
標

指　標　名 単　位

慣

平成31年度 平成32

施

づ

年度 平成33年度

・上

け

記に必要な市施設の環

る

境整備等を実施する。

。

一部 高地トレーニング

目

関係の延べ宿泊数
2,100

　

2,200 2,300

　

投
入
指
標

平成3

的

1年度 平成32年度 平

ス

成33年度

年度別事業

ポ

費 2,344 千円 2,

策

ー

000 千円 2,000

ツ

千円
特
定
財
源

国・県支

大

出金 0 千円 0 千円 0 千

会

円 特　記　事　項

地 

等

　方 　債 0 千円 0 千

運

円 0 千円

そ 　の 　

営

他 0 千円 0 千円 0 千円

事

一　般　財　源 2,3

業

44 千円 2,000 千

継

円 2,000 千円

１

１

続

会計・款・項・目 所

－

　　管　　課 平  成

３

  31  年  度

生

  の  目  標

各

涯

種大会運営のあり方を

に

検討しながら市民ニー

わ

ズに則した大会や教室

た

を開催する。
一般・1

る

0教育費・7保健体育

市

費・1保健体育総務費

心

民

スポーツ課

事　業　概

の

　要 施策内順位

・幅広

主

い年齢層に対応したス

体

ポーツ大会やスポーツ

的

教室等を開催する。

な

22/29

市長公約事項

「

活
動
指
標

指　標　名 単

学

　位 平成31年度 平成

び

32年度 平成33年度

」

無 スポーツ大会数
大会

豊

を

9 8 7

投
入
指
標

平成3

促

1年度 平成32年度 平

進

成33年度 競技団体等

し

主催市内スポーツ大会

、

数
大会 82 84 86

年

「

度別事業費 3,993

生

千円 4,493 千円 4

涯

,493 千円
特
定
財
源

学

国・県支出金 0 千円 0

習

千円 0 千円 特　記　事

か

社

　項

地 　方 　債 0

会

千円 0 千円 0 千円 目標

」

・活動指標追加：平成

の

30年度分から市の主

実

催大会数だけではなく

現

市内で開催される大会

を

数を追加

そ 　の 　

め

他 0 千円 0 千円 0 千円

ざ

一　般　財　源 3,9

し

93 千円 4,493 千

で

ま

円 4,493 千円

す

事　務　事　業　名 新規・継続 市民が日常生活の中でスポーツ活動に親し

自

むことができるよう、学校教育に支障のない範囲内で、学校体育施

目　　的 設を開放し、生涯スポーツの振興を図る。
学校開放事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

身

立

近な学校施設をＰＲして利用を促進し、登録団体を増やす。
一般・10教育費・7保健体育費・1保健体育総務費 スポーツ課

事　業　概　要 施策内順位

・市内の小中学校の体育施設（校庭・体育館）を地域のスポーツクラブ

で

・スポーツ団体等に開放に
27/29する。

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 登録団体数
45 45 45

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度 利用件数
1,700 1



政策 き

・10教育費・7保健体育費・2体育施設費 スポーツ課
連携により合宿等受入拡大を図る。

事　業　概　要 施策内順位

・指定管理による体育施設の維持管理。
6/29（総合体育館、武道館、アーチェリー場、屋内ゲートボ

る

ール場すぱーく小諸、和田体育館、懐古射

院）
市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 総合体育館利用者数
人 48,000 48,000 48,000

投
入
指
標

平成31年度 平成32

人

年度 平成33年度

年度

事

別事業費 14,308

　

千円 12,197 千円

務

12,197 千円
特
定

　

財
源

国・県支出金 0 千

事

円 0 千円 特　記

　

　事　項

地 　方 　

業

債 0 千円 0 千円

　

そ 　の 　他 65 千

名

円 65 千円

一　般

が

新

　財　源 14,243

規

千円 12,132 千円

・継続 市民が、

事　務

そ

　事　業　名

育

れ

12,132 千円

新規・継続 スポーツ施設であり

ぞ

、レジャー施設である

れ

市民プールの環境を整

の

備し、市民に水に親し

目

む機会を提供すること

的

目　　的 で夏場の健康

に

及び、体力の保持増進

応

を図る。
南城公園プー

じ

ル運営事業 継続

会計・

て

款・項・目 所　　管　

つ

安

　課 平  成  31

全

  年  度  の 

・

 目  標

南城公園プ

快

ールを適切に管理運営

適

するほか、市内外の利

に

用者拡大のため、子ど

利

もたちを対象に無料入

用

場券を配布する。
一般

で

・10教育費・7保健

き

体育費・2体育施設費

ま

、

スポーツ課

事　業　概

ス

　要 施策内順位

・スポ

ポ

ーツ施設、レジャー施

ー

設として南城公園プー

ツ

ルを運営・維持管理す

を

る。
21/29

市長公

習

約事項

活
動
指
標

指　標

慣

　名 単　位 平成31年

づ

度 平成32年度 平成3

け

3年度

無 南城公園プー

ち

る

ル入場者
人 15,00

た

0 15,000 15,

め

000

投
入
指
標

平成3

に

1年度 平成32年度 平

体

成33年度

年度別事業

育

費 21,104 千円 2

施

1,073 千円 21,

設

073 千円
特
定
財
源

国

の

・県支出金 0 千円 0 千

環

円 0 千円 特　記　事　

施

境

項

地 　方 　債 0 千

を

円 0 千円 0 千円

そ 　

整

の 　他 1,878 千

え

円 1,800 千円 1,800千

目

円

一　般　財　源 19

　

,226 千円 19,2

　

73 千円 19,273

的

千円

、生

策

涯スポーツの振興を図

１

１

る。
体育施設運営費 継

－

続

会計・款・項・目 所

３

　　管　　課 平  成

生

  31  年  度

涯

  の  目  標

小

に

諸市スポーツ推進計画

わ

、公共施設等総合管理

た

計画等に基づき、個別

る

施設計画の策定を進め

市

、体育施設の効率的な

心

民

利用、
一般・10教育

の

費・7保健体育費・2

主

体育施設費 スポーツ課

体

計画的な維持管理を行

的

う。

事　業　概　要 施

な

策内順位 また小諸市エ

「

リア高地トレーニング

学

推進協議会との連携に

び

より市内外の利用者の

」

拡大を図る。

・教育委

豊

を

員会が管理する各体育

促

施設及び付帯施設の維

進

持管理。
3/29（南

し

城公園マレットゴルフ

、

コース・南城公園内ト

「

イレ・乙女湖公園テニ

生

スコート・乙女湖公園

涯

ゲー

トボール場・乙女

学

湖公園内トイレ・乙女

習

湖公園内管理棟・市営

か

社

野球場・平成の森マレ

会

ットゴルフコ
市長公約

」

事項
ース・御影マレッ

の

トゴルフコース）

活
動

実

指
標

指　標　名 単　位

現

平成31年度 平成32

を

年度 平成33年度

無 体

め

育施設の事故件数
件 0

ざ

0 0

投
入
指
標

平成31

し

年度 平成32年度 平成

で

ま

33年度

年度別事業費

す

7,517 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円

そ 　の

自

 　他 813 千円

一　般　財　源 6,704 千円

立

事　務　事　業　名 新規・継続 社会体育の拠点施設として、指定管理者による管理運営により、一層の住民サービスの向上、施設稼働率の向

目　　的 上をさせることにより、生涯スポーツの振興を図る。
総合体育館等

で

運営事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

総合体育館自主事業の開催やトレーニングルームの利用をＰＲするほか、小諸市エリア高地トレーニング推進協議会との
一般

7,517 千円

0 千円

0 千円

813 千円

6,704 千円

7,517 千円

0 千円

0 千円

813 千円

6,704 千円

0 千円
0 千円

65 千円



政策 き

動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度

年度別事業費
特
定
財
源

国・県支出金 特　記　事　項

地 　

る

方 　債 平成31年度より体育施設運営費から事業出し

そ 　の 　他

一　般　財　源

2,639 千円

0 千円

0 千円

16 千円

2,623 千円

人

事　務　事　業　名

が

新規・継続 野球・ソフ

育

トボールの拠点施設として、安全で快適に使用できる環境を整えた市民球場を目指す。

つまち

施

目　　的 

策

１

１－

大栄小諸球

３

場運営事業 新規

会計・

生

款・項・目 所　　管　

涯

　課 平  成  31

に

  年  度  の 

わ

 目  標

小諸市スポ

た

ーツ推進計画、公共施

る

設等総合管理計画等に

市

基づき、個別施設計画

心

民

の策定を進め、大栄小

の

諸球場の効率的な利
一

主

般・10教育費・7保

体

健体育費・2体育施設

的

費 スポーツ課
用、計画

な

的な維持管理を行う。

「

事　業　概　要 施策内

学

順位 totoの資金を

び

活用し、大規模改修と

」

して大栄小諸球場の改

豊

を

修（２年目）を実施す

促

るとともに有料広告の

進

導入を進める。

大栄小

し

諸球場の施設及び付帯

、

施設の維持管理。
4/29

市

「

長公約事項

活
動
指
標

指

生

　標　名 単　位 平成3

涯

1年度 平成32年度 平

学

成33年度

無

投
入
指
標

習

平成31年度 平成32

か

社

年度 平成33年度

年度

会

別事業費 69,259

」

千円
特
定

の

財
源

国・県支出金 0 千

実

円 0 千円 特　記

現

　事　項

地 　方 　

を

債 0 千円 0 千円

めざ

そ 　の 　他

し

2,629 千円

一　

で

ま

般　財　源

す

31,430 千円

0 千円

0 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 トップアスリート

自

の高地トレーニング合宿の拠点施設とし、あわせて市民がそれぞれの目的に合わせて安全に

目　　的 施設が使用でき、生涯スポーツの振興を図る。
天池総合運動場運営事業 新規

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  

立

31  年  度  の  目  標

小諸市スポーツ推進計画、公共施設等総合管理計画等に基づき、個別施設計画の策定を進め、小諸市総合運動場の効率的
一般・10教育費・7保健体育費・2体育施設費 スポーツ課

な利

で

用、計画的な維持管理を行う。

事　業　概　要 施策内順位 また小諸市エリア高地トレーニング推進協議会との連携により市内外の利用者の拡大を図る。

小諸市総合運動場の施設及び付帯施設の維持管理。
5/29

市長公約事項

活

大栄小諸球場利用者数

大栄小諸球場稼働率

人

高地トレーニング合宿受入団体数

％

団体

19,000

68

19,500 20,000

68

18 19 20

68
3,259千円 3,259千円

2,629 千円37,829 千円

2,639 千円

0 千円

0 千円

16 千円

2,623 千円

2,639 千円

0 千円

0 千円

16 千円

2,623 千円

630 千円630 千円

平成31年度より体育施設運営費から事業出し



政策 き

　業　名 新規・継続

投

る

入
指
標

平成31年度 平

人

成32年度 平成33年

が

度

年度別事業費 82,

育

039 千円 92,80

つ

0 千円 0 千円
社会教育

ま

総務費給与費 継続
特
定

ち

財
源

国・県支出金 0 千

施

円 0 千円 0 千円

会計・

策

款・項・目 所　　管　

１

１

　課 地 　方 　債 0

－

千円 0 千円 0 千円

そ 

３

　の 　他 0 千円 0 千

生

円 0 千円
一般・10教

涯

育費・6社会教育費・

に

1社会教育総務費 文化

わ

財・生涯学習課
一　般

た

　財　源 82,039

る

千円 92,800 千円

市

0 千円

心

民の主体的な「学び」

豊

を促進し、「生涯学習

か

社会」の実現をめざし

で

ます

自立で

事　務　事
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